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■定点把握対象疾患（ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ定点:87か所、小児科定点:53か所、眼科定点:11か所、基幹定点:5か所） 

●警報・注意報レベルの保健所がある疾患 

 疾患名 保健所（定点当たり報告数） 

警報レベル インフルエンザ 
岐阜市（55.79）、岐阜（49.06）、西濃（38.87）、関（50.75）、
中濃（36.13）、東濃（38.25）、恵那（35.57）、飛騨（23.80） 

注意報レベル なし － 

●直近 3週の比較 

 

■全数把握対象疾患 

●今週届出分 

１類感染症：なし              ２類感染症：結核 10 例 

３類感染症：なし              ４類感染症：なし 

５類感染症：侵襲性髄膜炎菌感染症 1 例、侵襲性肺炎球菌感染症 1 例、水痘（入院例）1 例、 

梅毒 1 例 

●2016年累計 

1類感染症 なし    

2類感染症 結核 75 例   

3類感染症 腸管出血性大腸菌感染症 3 例   

4類感染症 つつが虫病 1 例 レジオネラ症 1 例 

5類感染症 

アメーバ赤痢 1 例 侵襲性肺炎球菌感染症 13 例 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 例 水痘（入院例に限る） 2 例 

後天性免疫不全症候群 2 例 梅毒 4 例 

侵襲性髄膜炎菌感染症 1 例 播種性クリプトコックス症 1 例 

 

 

 

 

 

 

 インフルエンザの患者報告数が 4週連続で定点当たり 40人を超える高い値となっています。 

引き続き、予防対策の徹底が必要です。 →トピックス 



■月報告定点把握対象疾患 ＜2月＞ 

●性感染症（ＳＴＤ定点：15 か所） 

疾患名 
報告数（定点当たり） 

2 月 男 女 1 月 12 月 11 月 

性器クラミジア感染症 17 (1.13) 14 3 16 (1.07) 14 (0.93) 18 (1.20) 

性器ヘルペスウイルス感染症 7 (0.47) 5 2 6 (0.40) 5 (0.33) 5 (0.33) 

尖圭コンジローマ 7 (0.47) 6 1 6 (0.40) 8 (0.53) 4 (0.27) 

淋菌感染症 10 (0.67) 6 4 7 (0.47) 8 (0.53) 4 (0.27) 

年齢階級別報告数（2016年 1月～2月） 

 

 

●薬剤耐性菌感染症（基幹定点：5か所） 

疾患名 
2 月報告数 

（定点当たり） 
年齢群等 

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 15 (3.00) 
10 歳代 1 例、40 歳代 1 例、60 歳代 2 例、
70 歳以上 11 例 

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 なし - 

薬剤耐性緑膿菌感染症 なし - 

 

 

■病原体検出情報速報 

病原体定点等から提出された検体の病原体(遺伝子を含む)検索結果(2月 10 日～3月 9日結果判明分) 

臨床診断名 病原体名 
検出数
（人） 

検体採取年月 

インフルエンザ 
インフルエンザウイルス AH1pdm2009 2 

2016 年 2 月 

2016 年 3 月 

インフルエンザウイルス B 型 1 2016 年 3 月 

インフルエンザ脳症、 

急性脳症 

インフルエンザウイルス AH1pdm2009 1 2016 年 2 月 

インフルエンザウイルス B 型 2 2016 年 2 月 

重症肺炎 インフルエンザウイルス AH1pdm2009 1 2016 年 2 月 

 

全国情報は国立感染症研究所感染症疫学センターの HP をご覧ください。 

感染症発生動向調査週報（IDWR） http://www.nih.go.jp/niid/ja/idwr.html 

病原微生物検出情報（IASR）   http://www.nih.go.jp/niid/ja/iasr.html 

 

 

 

 

 

http://www.nih.go.jp/niid/ja/idwr.html
http://www.nih.go.jp/niid/ja/iasr.html


■トピックス 

《インフルエンザ》 

◆ 県内で引き続き流行中です！  

県内87の医療機関からのインフルエンザ

患者報告数は、第 9 週は 3,686 人（定点当

たり 42.37 人）と 4 週連続定点当たり 40 人

を超えており、非常に高いレベルで推移し

ています。 

 県全体では前週より減少していますが、

保健所別にみると、岐阜・関・中濃保健

所管内では前週より増加しています。 

岐阜県リアルタイム感染症サーベイラ

ンスによると、第 9 週に迅速診断キット

による診断を受けた患者のうち A 型が

24%、B 型が 76%となっており、A 型が

減少しているのに対し B 型は週ごとに増

加しています。 

引き続き、感染防止対策と拡大防止の

徹底が必要です。 

（参考）岐阜県リアルタイム感染症サーベイランス http://infect.gifu.med.or.jp/influ/influcondition 

 

 

★ 感染症法における取扱い 

インフルエンザは、感染症法において 5 類感染症定点把握対象疾患に定められており、全国約

4,900 か所（岐阜県 87 か所）のインフルエンザ定点から毎週報告がなされています。届出基準・届

出様式はこちらをご覧ください。 

http://www.pref.gifu.lg.jp/kodomo/kenko/kansensho/11223/kansenshouhou-kijun.html（保健医療課 HP） 

 

岐阜県感染症情報センターHP  

http://www.pref.gifu.lg.jp/kodomo/kenko/kansensho/kansensyo/ 

インフルエンザにかからないようにするには  

・帰宅時や食事前の手洗いを励行する（アルコール製剤による手指消毒も有効） 

・出かける場合にはなるべく人ごみを避ける 

・十分な睡眠・栄養摂取を心がける      

・室内を適切な温度や湿度に保つ 

インフルエンザを広めないようにするには  

・発熱や咳の症状がある場合は、早めに医療機関を受診する 

・インフルエンザと診断されたら、安静にして休養をとり、無理をして学校や職場に行かない 

・咳エチケットを守る 

ハイリスク者の方へ  

高齢者、妊婦、乳幼児、心肺系の慢性疾患・糖尿病・腎疾患等の基礎疾患のある方は感染する

と症状が重くなることがあるため、早めに医療機関を受診してください。 

 

 

　　　　保健所別患者報告数　　　　　()内は定点当たり報告数

保健所

岐阜市 788 ( 56.29 ) 891 ( 63.64 ) 781 ( 55.79 )

岐阜 688 ( 40.47 ) 776 ( 45.65 ) 834 ( 49.06 )

西濃 578 ( 38.53 ) 688 ( 45.87 ) 583 ( 38.87 )

関 361 ( 45.13 ) 397 ( 49.63 ) 406 ( 50.75 )

中濃 220 ( 27.50 ) 226 ( 28.25 ) 289 ( 36.13 )

東濃 501 ( 62.63 ) 499 ( 62.38 ) 306 ( 38.25 )

恵那 257 ( 36.71 ) 289 ( 41.29 ) 249 ( 35.57 )

飛騨 207 ( 20.70 ) 319 ( 31.90 ) 238 ( 23.80 )

県全体 3,600 ( 41.38 ) 4,085 ( 46.95 ) 3,686 ( 42.37 )

7週 8週 9週

 警報レベル　（定点当たり30人以上）

 注意報レベル（定点当たり10人以上）

http://infect.gifu.med.or.jp/influ/influcondition
http://www.pref.gifu.lg.jp/kodomo/kenko/kansensho/11223/kansenshouhou-kijun.html
http://www.pref.gifu.lg.jp/kodomo/kenko/kansensho/kansensyo/
http://www.pref.gifu.lg.jp/kodomo/kenko/kansensho/kansensyo/

